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・お仏壇なし（ロッカー式）
・⾻壺収納数（3個程度）
・サイズ（１区画）
⾼さ�43cm�・間⼝�50cm�・奥⾏�45cm

お申込みについて

特
 
徴

⼩
型
納
⾻
壇

︵
上
下
同
様
︶

普
通
納
⾻
壇

⼤
型
壇
︵
特
別
仕
様
︶

多
段
型
納
⾻
壇

納⾻壇の
仕 様

・上段はお仏壇、下段は⾻壺収納
・⾻壺収納数（15個∼18個程度）
・サイズ（１区画）
⾼さ�200cm�・間⼝�60cm�・奥⾏�60cm

・上段はお仏壇、下段は⾻壺収納
・⾻壺収納数（9個∼12個程度）
・サイズ（１区画）
⾼さ�200cm�・間⼝�45cm�・奥⾏�45cm

・上段はお仏壇、下段は⾻壺収納
・⾻壺収納数（3個程度）
・サイズ（１区画 上下段のいずれか）
⾼さ各100cm�・間⼝�45cm�・奥⾏�45cm
※上下段のいずれかをお選びいただきます

2階部分 16基 2階部分 124基

2階部分 30基2階部分 20基

納⾻壇の
仕 様

納⾻壇の
仕 様

納⾻壇の
仕 様

１．⽕災の⼼配がなく、⽣花のお供えもないため、いつまでも荘厳で美しく清潔です。
２．納⾻する扉は鍵付きで、⻄岸寺で管理するため、紛失などの⼼配がありません。
３．エレベーター完備で本堂へも直接お参りいただくことができます。
４．お寺で供養し管理しますので、無縁墓地になることがありません。
５．遠⽅にお住まいの⽅でも参拝を通じて故郷にご縁をつなげることができます。
６．市街地のためお買い物などの際にも便利です。屋内型のため天気に関係なくお参りいただけます。

１．⻄岸寺「安穏堂」は宗教施設ですので、使⽤資格者は⻄岸寺の⾨徒、もしくはこれを機に新し  １．⻄岸寺「安穏堂」は宗教施設ですので、使⽤資格者は⻄岸寺の⾨徒、もしくはこれを機に新し  
  く⾨徒に⼊られる⽅、他の浄⼟真宗寺院の⾨徒で住職が認めた⽅とします。  く⾨徒に⼊られる⽅、他の浄⼟真宗寺院の⾨徒で住職が認めた⽅とします。
  尚、これを機に⾨徒に⼊られる⽅は⼊⾨⾦の助成措置があります。  尚、これを機に⾨徒に⼊られる⽅は⼊⾨⾦の助成措置があります。
２．納⾻堂利⽤者は「納⾻壇のしおり」にある規約を遵守いただきます。２．納⾻堂利⽤者は「納⾻壇のしおり」にある規約を遵守いただきます。
３．ご使⽤を希望の⽅は「納⾻壇使⽤申込書」及び「納⾻壇使⽤誓約書」に必要事項を記⼊後、提   ３．ご使⽤を希望の⽅は「納⾻壇使⽤申込書」及び「納⾻壇使⽤誓約書」に必要事項を記⼊後、提   
  出し、冥加⾦をお振込みください。  出し、冥加⾦をお振込みください。
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納⾻壇配置図
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